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◎いちばん星を考える日☆彡（オンラインミーティング）  

 7 月 21 日(木)の午後、オンライン配信による「いちばん星ミーティング」が

開催されました。 

 高校１年生が４名、中学３年生が８名、中学２年生が７名、計１９名の卒業生

が久しぶりに小学校に来てくれました。元担任の先生方と各教室に分かれ、そ

れぞれの立場から、浦賀小学校について語ってくれたことを嬉しく思います。

地域を代表して運営協議会の委員長、副委員長にも来校していただきました。 

 在校時の思い出や今だから言える浦賀小学校での経験談など、オンライン会

議は大いに盛り上がりました。「挨拶は大切にした方がよい！」という話を聞い

て、参加していた 6 年生からは、こんな質問が卒業生に出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後に、卒業生から在校生への（特に卒業が見えてきた 6 年生に対して！）

エールをもらいました。卒業生の皆さん、ありがとうございました。また、浦賀

小学校に遊びに来てくださいね。この学校は、皆さんの心の故郷です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面へ続きます 

家庭数配布 

Ｑ：ぼくたちは、気持ちのよい挨拶ができる浦賀小学校にしたいと思っています。

毎朝、挨拶運動もしているのですが、声を掛けても挨拶を返してくれない人もいま

す。どうしたら、みんなで気持ちのよい挨拶ができるようになるのでしょうか？  

Ａ：「挨拶運動は、本当に大事！朝の入り方が悪いと一日中、調子が出ない。だか

らこそ、気持ちのよい挨拶を習慣化することが大切だよ。」「中学生や高校生にな

ると、先輩の方々と関わる機会が本当に増える。礼儀作法に気持ちを込めると、

人間関係がうまく行くよ。」「“アイコンタクト”、“クリアボイス”がポイント！」 

 中２  過程を大切にしよう！ 

基本的なことをしっかりと学ぼう！ 

仲間を大切にしよう！ 

 中３  算数と国語は大事だよ！ 

受験という大きな壁を乗り越える力を

身につけよう！ 

 高１ 勉強も大事だけど、残り約半年という短い期間を全力で楽しんでほしい。 

卒業式の時に後悔しないために、日々の一瞬一瞬を大切にしてほしい。中学校に入

るとちょっと厳しくなる。わくわくした気持ちで、コツコツと努力しよう。今のう

ちにいろんな失敗をして、怒られた方がいい。思いやりの気持ちを大切に！ 



◎ピンクシャツデー♪  

 横須賀市では、この夏から偶数月の最終水曜日に「いじめストップ！」という
啓発活動を継続して行うことになりました。今週の８月３１日(水)が、ピンク
シャツデーとなっています。無理にピンクのシャツを着なければいけないとい
うことではありません。「いじめ」について、みんなで行動することに意義があ
るのです。全校朝会で話しした内容を、紙面を借りて紹介させていただきます。 

 「間違っている…。」と感じたことを声に出すのは、とても勇気が必要です。

だからこそ、自分の気持ちをしっかりと伝える力を、児童に育んでほしいと考
えています。もう一つ、身につけてほしい力があります。それは、“伝え方”で
す。自分の主張を押し通すのではなく、相手の気持ちも思いやりながら、お互い
に理解し合える“伝え方”を学んでほしいと思います。 
 アサーション(assertion)という考え方があります。「相手の立場を尊重しな
がらも、自分の意見を確実に伝えるコミュニケーションスキル」のことです。感
情的にならず、誠実に気持ちを伝える力を、児童と共に学びたいと思います。 

 

 学びあう 心ゆたかな じょうぶな子 

浦小スタイル！ みんなで元気！ 

ホームページ  校長室より  よくわかる！浦賀小  

 ピンクシャツ・デーは、2007 年、たった２人の学生から始まったいじめ反対運

動です。今では、世界 70 ヶ国以上の国で、ピンクのシャツや小物を身につけるこ

とで、「いじめストップ！」を、みんなに呼びかけています。物語の始まりは、カナ

ダという国でした。 

 ある日、ピンク色のシャツを着て登校した少年が、「変だ変だ。」といじめられま

した。それを聞いた友だち２人がインターネットで、「明日、学校でピンクのシャツ

を着よう！」と、みんなに呼びかけました。次の日、100 人以上の学生が、ピンク

シャツや小物を身につけて登校。学校がピンク色に染まり、いじめが自然となくな

ったそうです。 

 2 月の最終水曜日は、世界中で一斉に“いじめ”について考える日です。そこで

いじめの問題を継続して考えていく為に、横須賀市では８月から偶数月の最終水曜

日を「ピンクシャツ・デー」とし、いじめをなくす運動に取り組むことになりまし

た。周りの人の気持ちを考え「ひとりぼっちじゃないよ！いじめストップ！」  と

いう自分の強い思いを表す日が、ピンクシャツ・デーです。 

 “いじめ” に対して、みんなで、「自分事」として考える 

こと。いじめられる人と、いじめる人以外の、それ以外の周 

りの人が、「いじめストップ！」と声に出すことが、いじめら  

れている人を助けるのです。いじめについて、みんなで考え  

てみましょう。そして、つらい気持ちを、素直に言える学校 

にしていきましょう。みんなで勇気を出しましょう。 

 今日のお話を聞いて、皆さんの心には、どのような思いが 

浮かびましたか？素直な気持ちを聞かせてください。 

お手紙でも大丈夫です。待っています。これで、校長先生の  

話をおわります。 


